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病院・看護施設等 

スポーツ・イベント施設等 
中小企業 

・サービス支援 

居住空間（賃貸） 

鉄道・バス 

ホテル・会議場 

・ ・ 

高度技術者・専門家養成と 
職業訓練 

・ 
・ ・ 

・ 

大学・企業等の研究
所・教育機関・事務所 

大学ファンド 

日越大学ハノイ市内サテライト 

１ 日越大学（構想）とハノイ科学学園構想 

日越大学 

ＪＩＣＡ調査範囲 



 

 

(30ｋｍ） 

ハノイ中心部 

ホアラック 
ハイテクパーク 

資料出所：Hoa Lac Hi-Tech Park Management Board, “HOA LAC HI-TECH PARK” 

タンロン高速
道路（開通） 

建設省所管 
（1200ha) 

日越大学 
ホアラック＆ハノイ市内サテライト・キャンパス 

ベトナム 

国家大学 

ハノイ校 

(1000ha) 

２ 日越大学の候補地‐ハノイ市ホアラック 
（HHTP（ハイテクパーク）、VNU, Hanoi（ベトナム国家大学 

ハノイ校）移転予定地等） 



３ 日越大学の構成 
 日越大学 

理工系 
学部（大学） 

 医療・看護・介護系
学部（大学） 

 経済・経営系 
学部（大学） 

 農水系 
学部（大学） 

  

ベトナム側 
 

ベトナム国家大学ハノイ校
（及び その他の大学） 

 
日本側 

東京大学、京都大学、筑波
大学、大阪大学、名古屋大
学、立命館大学、近畿大学、
拓殖大学、北陸先端科技大
学院大学、早稲田大学等(順

不同） 

担当
大学 

担当
大学 

担当 
大学 

担当 
大学 

担当 
大学 

日本科系 
学部（大学） 

 法律系 
学部（大学） 

使用言語： 
ベトナム語 
日本語 
英語 

担当 
大学 

 

ベトナム国家大学ハノイ校 
の傘下で設立予定 

 

大学・大学院/学部  (⇒ 概ね 4分類に大括りに） 

大学ファンド
（仮称）が支援 



• 日本の有力大学に留学しうる質の高い教育 

• ベトナムの発展と両国関係の促進をけん引する
人材の養成 

• 日本の技術や経験をベースとした実践的教育 

• 両国相互理解の拠点であること 

• 現行の両国の大学間の協力を踏まえること 

• 個々の大学のイニシアティブを尊重すること 

• 日本語ベースでの講義と人材育成の実施（英語
も併用） 

 

 

 

４ 日越大学の基本方針 
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５ 日越大学の概要 
(概ね10年間で） 

• 6大学・大学院/学部（⇒概ね4グループに統合） 

 ①理工系、②医療・看護・介護系、③経済・経営系、④ 
農水系、⑤法律系及び⑥日本科系をベースに、各科の横
断的な連携を図る観点から概ね4グループ程度に統合。 

 大学院を基本的に併設。  

• 各分野は連携して横断的研究・実験施設を設立。 

• 規模は総計6000人程度(内大学院生2400人程度）の学
生数を予定する。 

• 専門性を重視した一般教養基礎教育（リベラル・アー
ツ）は原則として共通化する。 
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６ 日越大学構想タスクフォースの設置 
（２０１３．３．１１設置） 
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日本側 

武部勤（代表） 
 

日本ベトナム友好議員連盟特別顧問 

・前衆議院議員 

古田元夫（副代表） 東京大学教授（元副学長） 

三嶋理晃（副代表） 京都大学副学長 

井口 武雄 三井住友海上火災保険株式会社 

シニアアドバイザー 

日本ベトナム経済フォーラム会長 

本間 正明 近畿大学世界経済研究所教授 

日本ベトナム経済フォーラム代表理事 

モンテ カセム 立命館総長特別補佐 

福田 勝幸 拓殖大学理事長 

跡田 直澄 嘉悦大学副学長 
藤岡 文七 一般社団法人日本ベトナム経済フォーラム専務理事(事務局） 

ベトナム側 
MAI Trong Nhuan（代表） マイ・チョン・ニュアン 前学長（博士） 

VU Minh Giang ヴー・ミン・ザン 前副学長 （博士） 

VU Duc Minh ヴー・ドク・ミン 計画財務局長 

NGUYEN Thi Anh Thu グエン・ティ・アイン・トゥ 国際関係局長、アジア研究センター長 

（博士） 
NGUYEN Quang Huy グエン・クアン・フイ 建設局次長 

HOANG Dinh Phi  ホアン・ディン・フィ ハノイ経営大学、VNU戦略委員会委員
（博士） 

PHAN Hai Linh  ファン・ハイ・リン  社会人文科学大学日本学部長  

（日本研究、博士）                                                                                                                       
NGUYEN Nam Hoang グエン・ナム・ホアン 工科大学（博士） 

日越大学構想タスクフォース 
ベトナム代表：マイ・チョン・ニュアン前VNU学長 
日本代表  ：武部勤 日越友好議員連盟特別顧問（JVEF名誉
会長） 

  

ベトナム側事務局 
（VNU） 

日本側事務局 

JVEF（日本ベトナム経済フォー
ラム）及びJICA調査団 

  

日越大学部会 

議長：古田元夫東京大学教授 

  三嶋理晃京都大学副学長 

議長代行：本間正明近畿大学 

世界研究所教授 

  

人材部会 

議長：跡田直澄嘉悦大学副学長 

  

 

 



６－２ 日越大学部会 
（2013. 9.5  現在、順不同） 
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古田 元夫（共同議長）  東京大学大学院総合文化研究科 教授 

三嶋 理晃（共同議長）  京都大学 副学長 

本間 正明（議長代行）  近畿大学 世界経済研究所 所長 

跡田 直澄（副委員長） 嘉悦大学 副学長 

鮎京 正訓  名古屋大学 理事・副総長 

家田 仁 東京大学大学院 工学系研究科 社会基盤学専攻 教授  

内田 勝一  早稲田大学 副総長 

片山 卓也  北陸先端科学技術大学院大学 学長 

川上 雄資 北陸先端科学技術大学院大学 理事・副学長（研究・国際担当） 

遠山 正彌 地方独立行政法人大阪府立病院機構 理事長（大阪大学） 

トラン ヴァン トウ 早稲田大学 教授 

永田 恭介 筑波大学 学長 

大根田 修 筑波大学 国際戦略室長 東南アジア事務所長 

西村 周三 国立社会保障・人口問題研究所 所長（元京都大学副学長） 

福士 謙介  東京大学サステナビリティ学連携研究機構 教授  

福田 勝幸 拓殖大学 理事長 

モンテ カセム 学校法人立命館 総長特別補佐 

杉浦 浩三  近畿大学 常務理事 

竹内 正二 拓殖大学 国際部部長 

金村 久美  名古屋大学 法学研究科 日本法教育研究センター運営統括部 



７－１ 大学の特色：教育内容(その１) 

• 専門課程で生きるリベラルアーツ（基礎教養）教育の
重視による創造性豊かな人材の育成 

• 実務的で魅力のある著名な教授/企業幹部の講座/セ
ミナー開設 

• 人的なつながりを重視するコミュニティ形成指向の教
育・研究 

• 大学間の人的及び組織的ネットワークを生かした多
様なニーズに応えるサービス提供 

• 日本流の人材育成（基礎教育や人的交流・コミュニ
ケーションの重視）と日本企業への就職斡旋 

• 日本語教育環境の整備 
• 英語教育の徹底とグローバル教育の推進 
• 設備、ＩＴ、カリキュラム等の先進的教育・研究環境等 
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概ね３年内で発足させる大学（・大学院）(その２） 

○参画大学：東京大学、京都大学、筑波大学、大阪大学、名古屋大学、立命館
大学、拓殖大学、近畿大学、早稲田大学、北陸先端科学技術大学院大学等(順
不同）   

○発足案：日越大学サステイナブル大学院大学(仮称）の発足を基本に調整 

・科学技術・工学：Sustainable Development・環境・ライフサイエンス・食糧・防
災・都市計画等 ⇒サステイナブル大学院大学（自然科学系＋人文社会系）に 

・情報工学⇒情報工学系大学・大学院/研究科・学部の準備（当面サステイナブ
ル大学院大学） 

・経済経営・公共政策：理論経済、企業経営、マネジメント、公共政策・政策科学、
開発経済（企業経営者、政府官僚等との交流も組込む） 

⇒当面サステイナブル大学院大学(人文社会系） 

・農水系：バイオ、養殖等⇒科学技術・工学・医療系に 

・医療系：医科、周辺医療・公衆衛生、産科、看護、介護等、生物科学、生物学
の基礎教育⇒大学・大学院の準備(一部サステイナブル大学院大学に） 

・日本科系：地域研究、歴史系、日本系(日越を中心）、基礎教養(リベラルアー
ツ）、日本語、英語等⇒サステイナブル大学院大学（人文社会系） 

・法律系：国際私法、知財等⇒サステイナブル大学院大学（人文社会系） 
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７－２ 大学の特色：一体的運営管理 

• 強力な大学事務局の設置：大学設立業務(大学
設立準備室等）を主導、講座・研究科設置の担
当、財政計画及び予算編成とその執行、日越大
学ファンドとの調整等 

• 留学組を含めたベトナム人教員及び職員の積
極的採用 

• 日越の大学との緊密なネットワークの構築と維
持を通じたサービスの向上 

• ベトナムの国際大学としての先進的モデル 

• ベトナム国家大学ハノイ校との一体的発展 
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（参考）日越大学ファンドとその機能 

• 大学の効果的な運営・管理 

• 大学の資金計画とその調達 

• 大学の計画的な施設整備 

• 大学関連サービスの幅広い提供（就職支援、
留学支援、研究支援、交流等） 

• 先進的学園地区の建設、各種イベントの企
画・開催等 

• その他の可能性 
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７－３ 大学の特色：建設・財政計画 

• 10か年(長期）建設整備計画作成と毎年の修正
（ローリング・プラン） 

• 10か年資金計画・収支見通し策定と毎年の修正
（ローリング・プラン） 

 大学収支への影響要因：大学関連用地と周辺用
地の確保、周辺環境、都市鉄道5号線の建設、大
学施設・設備、政府の補助・支援等、VNU及び本
邦大学等の協力・支援、企業等の寄付・投資等 

・ 市場ベースでの自律的な持続的発展ができる
大学運営 

13 



７－４ 大学の特色：施設・設備と立地案 

• 本部棟（研修施設・展示施設(Museum)等）：ＶＮＵ 
• 大学・学部棟：ＨＨＴＰ⇒ＶＮＵ 
• 大学院・研究科棟：ＨＨＴＰ⇒ＶＮＵ 
• ハノイ市内サテライト校（参考）：ハノイ市内  
• 図書館（24時間対応、電子図書館を含む）：ＶＮＵ 

• 学生交流センター（日越レストラン・食堂、中小会議場、店舗等）：Ｈ
ＨＴＰ、ＶＮＵ、ハノイ市内 

• 産学連携センター（実務研修・訓練センター）：ＨＨＴＰ 
• 新規事業振興センター（インキュベーター・センター）：ＨＨＴＰ 
• 大学ホール（講堂、大規模イベント・会議会場）：ＶＮＵ 
• 青少年科学技術館：ＨＨＴＰ 
• 産業工業館（実学志向）：ＨＨＴＰ 
• 各種の運動場・スポーツセンター：ＨＨＴＰ、ＶＮＵ 
• 研究者・教師・講師の長期宿泊施設及び学生宿舎等：ＨＨＴＰ、ＶＮＵ 
（注）HHTP: ホアラック・ハイテクパークに立地、VNU:VNU, Hanoi 移転用地に立地。 
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（参考） 日越大学建設計画 
  

３年後、サステイナビリティ大学院大
学開校（大学院修士課程） 

・学部準備講座開講 

・実務向け人材育成プログラム開始 

施設：ハノイ市内借受け 

施設建設中：市内サテライト校舎及び
ホアラック施設 

学生数：160名程度(大学院）、日本語
研修、実務的人材育成 

６～７年後、大学院博士課程・大学学
部の順次開設 

・分野別講座・研究科の整備 

・研究所、産学連携施設等の開設 

・各種人材育成プログラム・訓練コー
スの拡充 

・フォーラム・シンンポジウム等の主
催 

施設：ホアラック・キャンパス順次稼
働、市内サテライト・キャンパス稼働 

学生数：1000名以上(内大学院700名
程度） 

2020年代中頃、日越大学の大学（・
学部）4系（人文社会系２、自然科学
系２）(暫定）体制の確立 

・研究所、産学連携施設等の拡充 

・各種人材育成プログラム・訓練コー
スの拡充 

・フォーラム・シンポジウム等の開催 

 

施設：ホアラック（ＶＮＵキャンパス、Ｈ
ＨＴＰキャンパス）、市内サテライト・
キャンパス 

学生数：6000名程度(大学院2400名
程度を含む）、多数の実務研修生・研
究所等のスタッフ等 

８ 日越大学設立の考え方 
(3ステップ計画） 



(参考）日越大学キャンパス(第1段階） 
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ハノイ 
市内 

 

都市鉄道５号線(予定） 30ｋｍ 

日越大学（ホアラック） 
（VNU, Hanoi の中/傘下/と共に） 

P 
 駅 

居住 及び 
研究地域 

P 
バイ
ク駐
輪場. 

日越大学(&VNU)サテライト・キャンパス 
(ハノイ市中心部ターミナル） 

当面バス・シャトル 駅 



• 日越高等専門学校（College of  Technology)設立
の検討  

• 高度な職業訓練・留学制度・日本企業等への就
職を一体化 

• 既存の人材育成プログラムとも連携 

• 中小経営者、インフラ関連など多様な技術者・専
門家や中堅管理者等を多く育成 

• 経営者育成等のためのＭ＆Ａ支援サービス等 

 

９ 高度技術者・専門家養成 
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１０ ホアラック科学技術地域の価値向上 

・ 科学技術先進地域： VNU、HHTP（ホアラッ
ク・ハイテクパーク） 、企業の研究機関・産学
連携機関等の立地、先進的なIT環境等 

・ 子供・高齢者・外国人にとって安全で快適な
住宅・居住環境：「緑と水」の公園地域、車と
人の分離、バリヤフリー、高品質住宅建設等 

・ ハノイ市中心部と近接：タンロン高速道路、
バス・トランジットの構築、都市鉄道5号線計
画等 
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１１ 当面の建設予定 
（今後３年内の開学に向けて） 

１ 日越タスク・フォース（VNU, Hanoiとの間）の設
置（平成25年3月11日設置） 

２ 情報収集調査（JICA、本年1月～11月、実施中） 

３ ＦＳ(実施準備）調査（期間は２年～程度） 

• 日越大学の設立詳細準備、各種講義・セミナー
等の実施（講師等の候補者調査）等 

• 大学関連施設・設備の詳細設計 

• 高度専門家育成・訓練のモデル的試行 

• 民間企業の参画・投資促進等 
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１２ 当面の課題 

１ 大学(及び周辺)用地：200ha程度 
 大学キャンパス(100ha程度)及び産学連携・人材育
成用地（100ha程度) 

２ 周辺関連用地(300ha~程度)) 
３ ＶＮＵ移転用地とＨＨＴＰ(ホアラック・ハイテクパー
ク）の連携 

４ ハノイ市内サテライト・キャンパス（ＶＪＵ＆ＶＮＵ）
用地の確保 

  市内分校、シャトルのターミナル、日越文化交流
センター（仮称）的な特色 

５ ハノイ中心部との公共交通 
  シャトルバスの運行、都市鉄道5号線、ホアラック
域内交通 
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（参考） ホアラック 
(HHTPとVNU, Hanoi) 

建設省提示地域
（35ha(~50ha)、未調整) 

VNU, Hanoi 

ベトナム国家大学
ハノイ校 

HHTP 
ホアラック・ハイテクパーク 

HHTP展開 
（50ha以上、
未調整） 


